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fig. 1 「近代の織物」展、カタログ表紙





































fig. 2 「近代の織物」展、会場風景（第 6セクション）








































fig. 5 ルイ・アンクタンに基づく 《動員》1935年、タ
ピスリー、410 × 322 cm、モビリエ・ナショナル
















　展覧会は以下10のセクションで構成されていた：「 1.記念を織る」「 2.戦間期のエキゾチスム」「 3.タピス





員》（ fig. 5 / Kat. 2）、フランスの近代的な軍事技術を主題とする家具一式〈戦争のサロン〉から椅子2脚
































ら成る連作〈四季〉（fig. 6 / Kats. 11–14）と《自由》
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